


※プロジェクトで挑戦する４つの実践取組 

①「県民総参加による学力の向上」 

②「地域に開かれた学校づくり」 

③「教職員の授業力向上」 

④「安心して学べる環境づくり」 

（プロジェクト推進についての意見交換） 

 続いて、山田教授の司会によりプロジェク

トの推進に向けた意見交換を行いました。 

 各委員からは、日頃の活動を通じて感じる

課題や子どもの学力向上に向けた本年度の展

開等について、意見や提案をいただきました。 

 

※委員からの主な意見 

 ○児童生徒がまずは授業内容を理解したい

という気持ちになっているのか、学校現

場も含めて、スタートラインに立つこと

が大切である。学校だけに頑張ってもら

おうとしているのではなく、ＰＴＡも一

緒にスタートラインに立って頑張るので、

全国学力・学習状況調査結果については

公表をしてほしい。特に、質問紙調査結

果についても、保護者としては全て知ら

せてほしい。知ることで、チェックシー

トの推進にもつながる。 

 

 ○学力が低いことが、即ち自尊感情が低い 

ことにはならないが、授業内容を理解し

たいというスタートラインに立っていな

い児童生徒も多い。教師だけの問題でも

ないので、ＰＴＡの協力も必要である。 

 

 ○今回の全国学力・学習状況調査の結果は

危機的な状況である。小学校低学年から

学力向上を集中的に取り組まないとます

ます悪くなる。学校だけでなく地域と連

携して取り組んで行く必要がある。県教

育委員会としても厳しい状況であること

を保護者や地域に伝えていく必要がある。 

  

○現場の先生は一生懸命やっているのに、

何が課題なのかわからない状況である。

また、10 歳（小学校 3 年生）までに基

礎的な学力をつけていく必要がある。担

任の配置では 3 年生に重きが置かれてい

ない。３年生までの授業がわからないと

6年生の学力に課題がでてくる。 

 

 ○子どもたちだけでなく、親の道徳観を育

むことも必要である。「私たちの道徳」の

持ち帰りを通して、ＰＴＡとして自分た

ちも学んでいこうとしている。ただ、私

の周りでは、授業で使われたり、持ち帰

りを行っているところはない。 

 

 ○学校だけで課題を抱え込まずに、地域や

ＰＴＡ、子ども会などと連携して取り組

むことが必要である。そうすることで、

学校現場の活性化にもなるし、雰囲気も

よくなる。 

 

○今回の全国学力・学習状況調査の結果は

とてもショックである。危機感が募った。

私自身このプロジェクトのファシリテー

ターでもあるし、教育改革推進会議の座

長もさせていただいているので、責任を

非常に重く感じている。この結果をどの

ように説明したらよいのかわからない。

三重大学教育学部でのこれまでの教員養

成は何であったのか、その質が問われて

いる。大学でも議論しないといけない。 

 



○将来若い人たちが三重県に来てもらい、

人口が増え、子どもを産み育ててもらう

ようになってほしいが、今回の全国学

力・学習状況調査の結果によって、三重

県は学力が低い県というイメージがつい

てしまう。 

 

 

○一生懸命やっている教員の足を引っ張る

ような状況はどこにでもあると思う。学

力の向上に向けて、教員が伸び伸び活動

できるような環境づくりをしていく必要

がある。 

                 など 

            

   次回（第３回）の開催予定       

 平成２６年度は３回の開催予定。 

次回（第３回）推進会議は、本年度 1 年間

の取組の成果の確認と検証及び翌年度の具体

的な取組について意見交換を行うため、３月

に公開で行う予定です。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


